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平成31年度保育所（園）・幼稚園など入所・入園案内

問合先　こども支援課保育担当

【
保
育
所

　】

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
の
保
育
所

な
ど
の
入
所
申
込
み
に
つ
い
て
、

手
続
き
方
法
な
ど
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
説
明
会
の
参

加
は
申
込
み
不
要
で
す
。

入
所
説
明
会
日
程

日
時

　９
月
27
日
㈭
10
時
～
、
14

時
～
／
９
月
28
日
㈮
10
時
～
、
14
時

～
　

場
所
　
市
役
所
５
階
会
議
室

※
説
明
会
に
参
加
し
な
く
て
も
入

所
申
込
み
は
で
き
ま
す
。書
類
は
、

説
明
会
終
了
日
以
降
に
こ
ど
も
支

（園）

援
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

入
所
受
付
期
間

　
11
月
15
日
㈭
か
ら
21
日
㈬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
幼
稚
園
】

　
幼
稚
園
は
、
学
校
教
育
法
に
位

置
付
け
ら
れ
た
教
育
機
関
で
、
小

学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
作
る

た
め
の
幼
児
期
の
教
育
を
行
う

「
学
校
」
で
す
。

申
込
書
類
　
10
月
15
日
㈪
か
ら
各

幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日
㈭
～

受
付
場
所
　
各
幼
稚
園

補
助
金
　
保
護
者
の
所
得
に
応
じ

て
就
園
奨
励
費（
年
額
０
円
～

30
万
８
０
０
０
円（
平
成
30
年
度

補
助
額
））を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市内幼稚園一覧表
幼稚園 対象

私立

つくし幼稚園
太田ヶ谷640-3
☎286･0440

平成25年4月2日から
平成28年4月1日まで
に出生した児童
(3歳の誕生日から
入園対象となります）

武蔵野幼稚園
上広谷30
☎285・2267
鶴ヶ島めぐみ幼稚園
脚折町3-24-4
☎286・1150
かみひろや幼稚園
上広谷583-2
☎286・4518
若葉台幼稚園
富士見2-9-14
☎285・4351

認定こども園
認定こども園つるがしま
白百合幼稚園（幼稚園部分）
下新田388
☎285・1020

市内保育所(園)一覧表
保育所(園) 対象

公立

鶴ヶ島保育所
脚折1922-23
☎286・0551 平成30年10月1日

以前に出生した児童富士見保育所
富士見4-26-1
☎285･6648

鶴ヶ島東部保育所
鶴ヶ丘306-2
☎285・1439

※平成25年4月1日
以前に出生した児童
※0歳児~4歳児クラス
の募集はありません。

川鶴保育園
川越市川鶴2-12-2
☎233・3017

平成30年8月1日
以前に出生した児童

私立

あたご保育園
新町4-9-3
☎286・3860

平成30年10月1日
以前に出生した児童

さかえ保育園
藤金106-1
☎286・2065

平成30年8月1日
以前に出生した児童

はちの巣保育園 
藤金848-36
☎285・6693

平成31年2月3日
以前に出生した児童

菜の花保育園
太田ヶ谷142-2
☎287・8981

平成30年10月1日
以前に出生した児童

笹久保さくら保育園
下新田532-1
☎272・3211

平成30年10月1日
以前に出生した児童

いちご保育園
脚折町3-24-4
☎286・1695

平成30年4月1日
以前に出生した児童

第二はちの巣保育園
太田ヶ谷609-7
☎286・1110

平成31年2月3日
以前に出生した児童

かこのこ保育園
五味ヶ谷179ー1
☎279・0505

平成30年10月1日
以前に出生した児童

鶴ヶ島みどり保育園
上広谷537-1
☎287・4600

平成30年10月1日
以前に出生した児童

かもめ保育園
藤金108-5
☎277・3075

平成30年8月1日
以前に出生した児童

認定こども園
認定こども園つるがしま
白百合幼稚園（保育園部分）
下新田388
☎285・1020

平成30年10月1日
以前に出生した児童
※0~5歳児クラスの保
育部分利用申込のみ。

小規模

鶴ヶ島いろどり保育室
鶴ヶ丘849-2
☎298・7234

平成30年8月1日
以前に出生した児童

ベビーかろーれ
上広谷723-9
☎227・9172

平成31年1月1日
以前に出生した児童

つるの子保育園
藤金67-30
☎236・3807

平成30年10月1日
以前に出生した児童

事業所内
メルヘン保育園
脚折136-1
☎271・2559

平成30年10月1日
以前に出生した児童
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小学校就学時健康診断のお知らせ

問合先　学校教育課学務担当

私立幼稚園就園奨励費

問合先　こども支援課保育担当

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園（
学
校

教
育
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
幼
稚

園
）に
お
子
さ
ん
を
通
園
さ
せ
て

い
る
保
護
者
に
対
し
、
就
園
奨
励

費
の
補
助（
保
育
料
な
ど
を
減
免

す
る
補
助
事
業
）を
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
私
立
幼
稚
園

に
満
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
を
通
園

さ
せ
て
い
る
世
帯

申
請
　
在
園
児
保
護
者
に
は
、
既

に
申
請
手
続
き
を
案
内
済
み
で
す

が
、
今
後
入
園
さ
れ
る
方
、
鶴
ヶ

　
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、

平
成
31
年
４
月
小
学
校
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
児
童
の

保
護
者
の
方
に
は
、
９
月
上
旬
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。通
知
書
が
届
か
な
い
方
、

当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
学

校
教
育
課
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

対
象
　
平
成
31
年
４
月
小
学
校
入

学
予
定
の
お
子
さ
ん
　

場
所
　
市
内
各
小
学
校
　

内
容
　
内
科
検
診
、
歯
科
検
診
、

視
力
検
査
、
聴
力
検
査
、
知
能
検

査

島
市
に
転
入
さ
れ
る
方
は
、
改
め

て
各
幼
稚
園
を
通
し
て
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
補
助
内
容
な
ど
の
変
更
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳細はこちら

秋の全国交通安全運動を実施します～ハイビームの使用で交通事故を防ごう～

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
夕
暮
れ

が
早
ま
り
、
夕
方
か
ら
夜
間
に
か

け
て
の
交
通
事
故
が
増
加
し
ま

す
。
ラ
イ
ト
の
点
灯
は
早
期
に
危

険
を
回
避
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が

る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
自
転

車
も
、
車
の
存
在
を
認
識
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
車
だ
け
で
な
く
自

転
車
も
、
夕
暮
れ
時
か
ら
早
め
に

点
灯
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

思
い
や
り
ハ
イ
ビ
ー
ム
路
線

～
こ
ま
め
な
切
り
替
え
を
～

　
西
入
間
警
察
署
と
鶴
ヶ
島
市

は
、
７
月
20
日
付
け
で
、
市
内
の

一
路
線
を 

「
※
思
い
や
り
ハ
イ
ビ

ー
ム
路
線
」
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。
こ
の
路
線
は
、
夜
間
に
自
動

車
と
歩
行
者
の
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
る
路
線
で
あ
り
、
ハ
イ
ビ

ー
ム
の
適
切
な
使
用
に
よ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
歩
行
者
の
存
在
を
早

期
に
認
識
す
る
こ
と
が
交
通
事
故

を
防
ぐ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

ま
す
。

　
夜
間
、
前
走
車
や
対
向
車
が
な

い
と
き
は
、
原
則
ハ
イ
ビ
ー
ム
で

の
運
転
と
な
り
ま
す
。
ロ
ー
ビ
ー

ム
の
照
射
距
離
が
前
方
40
ｍ
で
あ

る
の
に
対
し
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
で
は

そ
の
倍
以
上
の
前
方
１
０
０
ｍ
を

照
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
危
険

に
対
し
余
裕
を
持
っ
て
落
ち
着
い

て
対
応
で
き
る
よ
う
、
ハ
イ
ビ
ー

ム
と
ロ
ー
ビ
ー
ム
を
適
切
に
切
り

替
え
な
が
ら
、
安
全
に
走
行
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
は
昼
間
に

比
べ
て
距
離
感
が
つ
か
み
づ
ら
く

な
り
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
急
に

道
路
を
横
断
し
た
り
、
対
向
車
が

急
に
右
折
し
て
き
た
り
と
、
あ
ら

ゆ
る
危
険
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
周
囲
の
危
険
を
予
測
し
な

が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に

も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

期
間

　９
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

市
運
動
重
点

ハ
イ
ビ
ー
ム
走
行
の
推
進

街
頭
指
導

店
舗
お
よ
び
交
差
点
利
用
者
に
啓

発
品
を
配
布
し
、
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
27
日
㈭
11
時
か
ら

場
所
　
ベ
イ
シ
ア
鶴
ヶ
島
店

関越自動車

道
　

                   　
　

　
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圏央鶴ヶ島インター

●

市役所
鶴ヶ島
JCT

●

●

栄小
●

富士見中
若葉駅

緑地

緑地

●

藤中
藤小

　
首都圏中央連絡自動車道

　学校名 実施日 受付時間
鶴ヶ島第一小学校 10月12日(金) 13時  5分〜13時30分
鶴ヶ島第二小学校 10月12日(金) 13時10分〜13時30分

新町小学校 10月12日(金) 13時10分〜13時30分
杉下小学校 10月11日(木) 13時10分〜13時30分

長久保小学校 10月11日(木) 13時10分〜13時30分
栄小学校 10月10日(水) 13時10分〜13時30分
藤小学校 10月10日(水) 13時20分〜13時40分
南小学校 10月11日(木) 13時10分〜13時30分

※思いやりハイビーム路線
（三ツ木新町2-8-32先から富士見4-28先まで）
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島
店

関越自動車

道
　

                   　
　

　
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圏央鶴ヶ島インター

●

市役所
鶴ヶ島
JCT

●

●

栄小
●

富士見中
若葉駅

緑地

緑地

●

藤中
藤小

　
首都圏中央連絡自動車道

　学校名 実施日 受付時間
鶴ヶ島第一小学校 10月12日(金) 13時  5分〜13時30分
鶴ヶ島第二小学校 10月12日(金) 13時10分〜13時30分

新町小学校 10月12日(金) 13時10分〜13時30分
杉下小学校 10月11日(木) 13時10分〜13時30分

長久保小学校 10月11日(木) 13時10分〜13時30分
栄小学校 10月10日(水) 13時10分〜13時30分
藤小学校 10月10日(水) 13時20分〜13時40分
南小学校 10月11日(木) 13時10分〜13時30分

※思いやりハイビーム路線
（三ツ木新町2-8-32先から富士見4-28先まで）
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現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
が
９

月
30
日
の
た
め
、
一
斉
更
新
を
行

い
ま
す
。

○
新
し
い
保
険
証
は
９
月
中
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で

送
り
ま
す
。
９
月
中
に
届
か
な
い

場
合
や
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
有
効
期
間
は
１
年
間

で
す
。
た
だ
し
、
有
効
期
限
内
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
退

職
者
被
保
険
者
証
の
対
象
に
な
っ

た
方
は
、
そ
の
時
点
で
保
険
証
が

切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
保
険
証
に
同
封
す
る

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証

は
、
ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
し

て
、
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
表
示
欄
を
保
護
す
る

シ
ー
ル
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

市
役
所
や
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

○
国
保
加
入
者
が
他
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
り
扶
養
に
入
っ
た
と

き
は
、
国
保
の
資
格
喪
失
届
が
必

要
で
す
。
届
出
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
後
に
、
国
保
の
保
険
証
を
使
い

診
療
を
受
け
た
方
は
、
国
保
負
担

分
の
医
療
費
を
お
返
し
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証
な
ど
②
職
場
な

ど
の
保
険
証
③
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
①
～
③
と
も
に
世
帯
主
お
よ
び

対
象
者
分

④
運
転
免
許
証
ま
た
は
旅
券
な
ど

（
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

の
証
明
書
）

※
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上

滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
、
有
効
期

間
の
短
い
保
険
証（
短
期
保
険
証
）

を
９
月
中
旬
以
降
に
保
険
年
金
課

の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険証の一斉更新を行います

問合先　保険年金課国民健康保険担当

国民年金保険料の後納制度

問合先　保険年金課国民年金担当

老齢年金を受給している皆さんへ

問合先　保険年金課国民年金担当

　
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
付
で
き
る
後
納
制
度

が
、
平
成
30
年
９
月
30
日
で
終
了

し
ま
す
。

　
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の

３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
ま
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付

し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給

資
格
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、「
国
民
年
金
後
納
保
険
料
納

付
申
込
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

９
月
30
日
は
日
曜
日
の
た
め
、
９

月
28
日
㈮
ま
で
に
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
で
申
し
込
み
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
期
間

（
納
付
・
免
除
以
外
）や
未
加
入
期

間
が
あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

右
記
①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入

中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
、
老
齢
年
金

の
資
格
期
間
が
な
く
、
任
意
加
入

中
の
方
な
ど

※
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

　
老
齢
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す（
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
老
齢
年
金
の
年
金
額
が
所
得
税

の
課
税
対
象（
65
歳
未
満
の
方
は

１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）と
な
る

方
に
対
し
て
、
９
月
中
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
提
出
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除

が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
な
ど
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

詳細はこちら

日本年金機構HP

15 Tsurugashima　2018.09

市政情報

貯水槽水道の管理をお願いします

問合先　生活環境課環境推進担当

競争入札参加資格審査申請の本受付

問合先　財政課契約担当

　
貯
水
槽
水
道
の
中
で
受
水
槽
の

有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
も
の

を
簡
易
専
用
水
道
と
呼
び
、
水
道

法
に
規
定
さ
れ
た
管
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
水
槽
の
有
効
容
量
が

10
㎥
以
下
の
も
の
は
小
規
模
貯
水

槽
水
道
と
呼
び
、
水
道
法
の
規
制

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
坂
戸
、

鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給

水
条
例
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

　
受
水
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、

正
し
く
管
理
し
、
定
期
的
に
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
簡
易
専
用
水
道
の
設
置

者
は
、
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

検
査
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
受
水
槽
・
高
置
水
槽
に
つ
い

て
も
、
掃
除
を
１
年
以
内
ご
と
に

１
回
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
清
掃
に
は
専
門
的
な
知
識
・

技
術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

建
築
物
衛
生
法
に
基
づ
き
埼
玉
県

知
事
の
登
録
を
受
け
た
建
築
物
飲

料
水
貯
水
槽
清
掃
業
者
を
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
登
録
検
査
機
関
な
ど
は
随
時
追

加
・
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
Ｈ

Ｐ
掲
載
の
ア
ド
レ
ス
に
て
最
新
情

報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
平
成
31
・
32
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
お
よ
び
設
計
・
調

査
・
測
量
並
び
に
土
木
施
設
維
持

管
理
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
本
受
付
を
行
い
ま
す
。

新
規
申
請

申
請
期
間
　
９
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
、
県
入
札

審
査
課
へ（
郵
送
の
み（
消
印
有
効
））

更
新
申
請

申
請
期
間

①
建
設
工
事
の
み
申
請
す
る
場
合
　

10
月
４
日
㈭
～
11
月
22
日
㈭

②
前
記
①
以
外
の
場
合
　
10
月
４

日
㈭
～
11
月
９
日
㈮

申
請
方
法
　「
競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
」
で
電
子
申

請
を
し
、
申
請
書
類
を
、
県
入
札

審
査
課
へ（
郵
送
の
み（
消
印
有
効
））

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年

３
月
31
日

そ
の
他

申
請
方
法
の
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

物
品
・
そ
の
他
の
受
付
は
、
12
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご存知ですか? 印鑑登録制度

問合先　市民課住民記録担当

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
個
人
の

印
鑑
を
公
に
証
明
す
る
も
の
で
あ

り
、
押
印
し
た
文
書
に
添
付
す
る

こ
と
で
本
人
の
同
一
性
と
本
人
の

意
思
の
確
認
を
す
る
大
変
重
要
な

書
類
で
す
。
印
鑑
登
録
の
手
続
き

が
済
む
と
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
請
求
の
際
は
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
で
き
る
方

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
15

歳
以
上
の
方（
成
年
被
後
見
人
は

除
く
）

印
鑑
登
録
が
で
き
る
場
所

市
役
所
ま
た
は
若
葉
駅
前
出
張
所

登
録
で
き
る
印
鑑

注
文
で
作
っ
た
印
鑑
ま
た
は
市
販

の
印
鑑（
氏
ま
た
は
名
の
印
鑑
で

も
登
録
可
）

印
影
が
一
辺
の
長
さ
８
㎜
の
正
方

形
よ
り
大
き
く
、
25
㎜
の
正
方
形

に
収
ま
る
も
の

登
録
で
き
な
い
印
鑑

　
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
変
形
し
や
す
い

素
材
で
作
ら
れ
た
も
の
、
文
字
や

輪
郭
が
欠
け
て
い
る
も
の
や
逆
彫

り（
白
抜
き
）の
も
の
、
本
人
の
氏

名
と
判
断
で
き
な
い
も
の
、
装
飾

の
施
さ
れ
た
も
の
、
氏
名
以
外
の

文
字
や
記
号
の
入
っ
た
も
の
、
同

一
世
帯
で
大
き
さ
・
印
影
の
似
て

い
る
も
の
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
ま
た
は
名
以
外

の
も
の

印
鑑
登
録
の
方
法

①
本
人
ま
た
は
代
理
人（
印
鑑
登
申

請
用
の
委
任
状
を
持
参
）が
登
録
で

き
る
印
鑑
を
持
っ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
確
認
の
た
め
、
照

会
書
を
自
宅
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

（
た
だ
し
、
本
人
の
申
請
で
顔
写
真

付
き
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
身

分
証
明
書
が
あ
れ
ば
即
日
登
録
可
）

②
照
会
書
が
届
い
た
ら
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
登
録
印
鑑
を
押
印

し
、
回
答
期
限
内
に
申
請
し
た
場

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
回
答
届（
委
任
状
）と

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
保
証
人
登
録（
即
日
登
録
で
き

ま
す
）

　
す
で
に
鶴
ヶ
島
市
で
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
方
に
保
証
人
と
な
っ

て
も
ら
い
登
録
す
る
方
法
で
す
。

保
証
書
の
記
載
方
法
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
印
鑑
登
録
証
は
登
録
印
と
同
様

に
大
切
な
も
の
で
す
。
本
人
が
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
申

請
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を

必
ず
ご
持
参
の
上
、
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
正
確
に
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
が
な
い
と

印
鑑
証
明
書
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

詳細はこちら
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貯水槽水道の管理をお願いします

問合先　生活環境課環境推進担当

競争入札参加資格審査申請の本受付

問合先　財政課契約担当

　
貯
水
槽
水
道
の
中
で
受
水
槽
の

有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
も
の

を
簡
易
専
用
水
道
と
呼
び
、
水
道

法
に
規
定
さ
れ
た
管
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
水
槽
の
有
効
容
量
が

10
㎥
以
下
の
も
の
は
小
規
模
貯
水

槽
水
道
と
呼
び
、
水
道
法
の
規
制

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
坂
戸
、

鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
水
道
事
業
給

水
条
例
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

　
受
水
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、

正
し
く
管
理
し
、
定
期
的
に
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
簡
易
専
用
水
道
の
設
置

者
は
、
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

検
査
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
受
水
槽
・
高
置
水
槽
に
つ
い

て
も
、
掃
除
を
１
年
以
内
ご
と
に

１
回
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
清
掃
に
は
専
門
的
な
知
識
・

技
術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

建
築
物
衛
生
法
に
基
づ
き
埼
玉
県

知
事
の
登
録
を
受
け
た
建
築
物
飲

料
水
貯
水
槽
清
掃
業
者
を
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
登
録
検
査
機
関
な
ど
は
随
時
追

加
・
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
Ｈ

Ｐ
掲
載
の
ア
ド
レ
ス
に
て
最
新
情

報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
平
成
31
・
32
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
お
よ
び
設
計
・
調

査
・
測
量
並
び
に
土
木
施
設
維
持

管
理
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
本
受
付
を
行
い
ま
す
。

新
規
申
請

申
請
期
間
　
９
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
、
県
入
札

審
査
課
へ（
郵
送
の
み（
消
印
有
効
））

更
新
申
請

申
請
期
間

①
建
設
工
事
の
み
申
請
す
る
場
合
　

10
月
４
日
㈭
～
11
月
22
日
㈭

②
前
記
①
以
外
の
場
合
　
10
月
４

日
㈭
～
11
月
９
日
㈮

申
請
方
法
　「
競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
」
で
電
子
申

請
を
し
、
申
請
書
類
を
、
県
入
札

審
査
課
へ（
郵
送
の
み（
消
印
有
効
））

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年

３
月
31
日

そ
の
他

申
請
方
法
の
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

物
品
・
そ
の
他
の
受
付
は
、
12
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご存知ですか? 印鑑登録制度

問合先　市民課住民記録担当

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
個
人
の

印
鑑
を
公
に
証
明
す
る
も
の
で
あ

り
、
押
印
し
た
文
書
に
添
付
す
る

こ
と
で
本
人
の
同
一
性
と
本
人
の

意
思
の
確
認
を
す
る
大
変
重
要
な

書
類
で
す
。
印
鑑
登
録
の
手
続
き

が
済
む
と
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
請
求
の
際
は
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
で
き
る
方

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
15

歳
以
上
の
方（
成
年
被
後
見
人
は

除
く
）

印
鑑
登
録
が
で
き
る
場
所

市
役
所
ま
た
は
若
葉
駅
前
出
張
所

登
録
で
き
る
印
鑑

注
文
で
作
っ
た
印
鑑
ま
た
は
市
販

の
印
鑑（
氏
ま
た
は
名
の
印
鑑
で

も
登
録
可
）

印
影
が
一
辺
の
長
さ
８
㎜
の
正
方

形
よ
り
大
き
く
、
25
㎜
の
正
方
形

に
収
ま
る
も
の

登
録
で
き
な
い
印
鑑

　
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
変
形
し
や
す
い

素
材
で
作
ら
れ
た
も
の
、
文
字
や

輪
郭
が
欠
け
て
い
る
も
の
や
逆
彫

り（
白
抜
き
）の
も
の
、
本
人
の
氏

名
と
判
断
で
き
な
い
も
の
、
装
飾

の
施
さ
れ
た
も
の
、
氏
名
以
外
の

文
字
や
記
号
の
入
っ
た
も
の
、
同

一
世
帯
で
大
き
さ
・
印
影
の
似
て

い
る
も
の
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
ま
た
は
名
以
外

の
も
の

印
鑑
登
録
の
方
法

①
本
人
ま
た
は
代
理
人（
印
鑑
登
申

請
用
の
委
任
状
を
持
参
）が
登
録
で

き
る
印
鑑
を
持
っ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
確
認
の
た
め
、
照

会
書
を
自
宅
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

（
た
だ
し
、
本
人
の
申
請
で
顔
写
真

付
き
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
身

分
証
明
書
が
あ
れ
ば
即
日
登
録
可
）

②
照
会
書
が
届
い
た
ら
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
登
録
印
鑑
を
押
印

し
、
回
答
期
限
内
に
申
請
し
た
場

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
回
答
届（
委
任
状
）と

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
保
証
人
登
録（
即
日
登
録
で
き

ま
す
）

　
す
で
に
鶴
ヶ
島
市
で
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
方
に
保
証
人
と
な
っ

て
も
ら
い
登
録
す
る
方
法
で
す
。

保
証
書
の
記
載
方
法
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
印
鑑
登
録
証
は
登
録
印
と
同
様

に
大
切
な
も
の
で
す
。
本
人
が
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
申

請
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を

必
ず
ご
持
参
の
上
、
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
正
確
に
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
が
な
い
と

印
鑑
証
明
書
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

詳細はこちら
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明るい選挙啓発標語コンクール入選作品

問合先　選挙管理委員会

　
高
校
生
に
選
挙
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
若
年

層
の
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
、
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
が
鶴
ヶ
島
清
風
高
等
学

校
の
生
徒
を
対
象
に
「
鶴
ヶ
島
市

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
６
３
０
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
作
品
１
点
お
よ
び
優

秀
作
品
２
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

「
誰
か
じ
ゃ
な
い
　
自
分
で
決
め

る
　
国
の
未
来
」（
３
年
生
　
住す
み

吉よ
し

和か
ず

清き
よ

さ
ん
の
作
品
）

優
秀
作
品

「
選
ぼ
う
よ
　
明
る
い
未
来
　
君

の
手
で
」（
１
年
生
　
服は
っ

部と
り

茉ま

夏な
つ

さ
ん
の
作
品
）

「
大
切
な
　
あ
な
た
の
一
票
　
捨

て
な
い
で
」（
２
年
生
　
池い
け

田だ

さ

く
ら
さ
ん
の
作
品
）

　
自
殺
は
「
個
人
の
問
題
」
と
さ

れ
が
ち
で
す
。
実
際
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
や
借
金
、
介
護
や
育

児
の
負
担
、
い
じ
め
や
虐
待
、
過

労
や
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
個
人
と

社
会
の
要
因
が
絡
み
合
い
、「
心

理
的
に
追
い
込
め
ら
れ
た
末
の

死
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
９
割
は
う
つ
病
や
ス
ト
レ

ス
障
害
な
ど
の
心
の
問
題
を
抱

え
、
周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
る

サ
イ
ン
を
発
信
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
身
近
な
人
が
気

づ
き
、
声
を
か
け
、
耳
を
傾
け
、

専
門
家
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と

で
、
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
働
き
か
け
る
人
を
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー(

命
の
門
番)

」
と
い

い
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
誰
も
が
心
の
健

康
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
殺
を
特
別
な
こ
と
に
せ
ず

身
近
な
問
題
と
し
て
受
け
と
め
れ

ば
、
一
人
ひ
と
り
は
大
切
な
人
の

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
で
す
。
　

気
づ
き
・
声
か
け
　
元
気
が
な
い
、

た
め
息
が
多
い
、
食
欲
が
な
い
、

眠
れ
て
い
な
い
な
ど
、
身
近
な
人

の
い
つ
も
と
違
う
様
子
が
気
に
な

っ
た
ら
、
自
分
な
り
に
声
を
か
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

耳
を
傾
け
る
　
し
っ
か
り
相
手
と

向
き
合
い
、
言
い
分
を
そ
の
ま
ま

受
け
と
め
ま
す
。
う
な
ず
く
だ
け

で
も
十
分
で
す
。
こ
れ
ま
で
苦
し

ん
で
き
た
こ
と
を
ね
ぎ
ら
い
、
相

手
は「
自
分
は
独
り
で
な
か
っ
た
」

と
安
心
で
き
ま
す
。
激
励
や
説
教

は
禁
物
で
す
。

つ
な
ぐ
　
相
談
を
受
け
た
側
は
、

一
人
で
抱
え
ず
、
内
容
に
よ
っ
て

は
早
め
に
病
院
や
相
談
機
関
の
専

門
家
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
本
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、
家

族
や
上
司
・
友
人
ら
の
協
力
を
求

め
ま
す
。

見
守
る
　
世
話
を
焼
き
過
ぎ
ず
、

少
し
気
に
留
め
る
程
度
で
、
い
つ

も
と
変
わ
ら
ぬ
態
度
で
、温
か
く
、

長
い
目
で
見
守
り
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　
市
民
の
た
め
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
研
修
や
心
の
健
康
に
関
す
る
講

演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
１
回
精
神
科
医
に

よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談(

Ｐ

25
参
照
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
は
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～9月10日から16日は自殺予防週間です～

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

主な相談窓口
県立精神保健福祉センター
（伊奈町小室818-2　ニューシャトル・丸山駅下車）
　電話相談「こころの電話」　☎048・723・1447（平日）
　来所相談（電話予約制　平日9時〜17時） 
　☎048・723・3333　
厚生労働省「こころの健康相談統一ダイヤル」
　☎0570・064・556（平日9時〜17時）
埼玉いのちの電話
　☎048・645・4343（24時間365日）　
さいたまチャイルドライン
　どんな悩みも受けとめる18歳までの子どもがかける無料の
電話です。
　☎0120・99・7777（毎日16時〜21時 ※金曜日は16時〜23時）
暮らしとこころの総合相談会
　生活全般およびこころの健康を、弁護士や専門の職員がお
受けします。
　相談場所　JACK大宮5階（さいたま市大宮区錦町682-2）
　月2回木曜日15時〜19時
　電話予約制　☎048・782・4675
坂戸保健所（坂戸市石井2327-1）
　☎283・7815（平日8時30分〜17時15分）　
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問合先　生涯学習スポーツ課社会教育担当

第39回みふじ会和紙ちぎり絵展
日　10月16日（火）〜19日（金）9時30分〜16時30分
　　※16日は11時から、19日は15時まで
場　市役所1階ロビー
問　和紙ちぎり絵みふじ会　是

これ
枝
えだ

☎286・4625

囲碁大会
対　市内在住在勤在学の方
日　11月11日（日）9時〜18時
場　北市民センター
内�　リーグ戦を行なった後、決勝トーナメントを実施。

入賞者（4位まで）を表彰。
料　1000円（当日納入、昼食付、参加賞あり）
申　不要（当日受付）
問　鶴ヶ島囲碁同好会　今

いま
井
い

☎289・7895

第39回短歌大会
対　原則として市内在住在勤在学の方（高校生以上）
日　11月2日（金）9時〜12時
場　北市民センター
料　1000円　※郵便定額小為替（無記名）を作品に同封
他 　募集作品は1人3首（未発表のもの）まで。選者によ

る審査を行う。参加賞あり。
申 　10月2日（火）【必着】までに縦書き便箋に短歌（特

別な場合のみ読み仮名。応募後の原稿訂正は受け
付けません）、住所、氏名、電話番号、当日の出欠
を明記し、鶴ヶ島短歌クラブ　加

か
瀬
せ

寿
とし

子
こ
（〒350－

2211脚折町3－14－4）へ。
問　鶴ヶ島短歌クラブ　加瀬☎090・9134・6463

第38回鶴ヶ島吟詠の集い
日　10月28日（日）10時〜16時
場　南市民センター
問　鶴ヶ島吟詠連盟　福

ふく
島
しま

☎286・5820

2018筝
こと

コンサート
日　山田流 10月26日（金）、生田流 11月16日（金）
　　12時20分〜12時50分
場　市役所1階ロビー
内　会員による箏の演奏
問 　鶴ヶ島市お琴同好会　山田流　縫

ぬい
嶋
じま

☎286・4664、
生田流　安

あん
瀬
ぜ

☎285・7957

第44回鶴美展
対　一般公募（中学生以下を除く）
日　11月4日（日）〜11日（日）
　　9時30分〜17時　※5日は休み、11日は15時まで
場　中央図書館
料�　作品1点につき会員は500円、会員以外は1500円
（出品時に納入）
種目　絵画､ 書､ 写真､ 工芸
作品規格
▶︎絵画　50号以内（表装または額装）
▶︎ 書　縦8尺（240cm）横6尺（180cm）以内・表装（額、

枠、軸装のみ）。釈文は指定の用紙で出だし40字まで。
▶︎  写真　Ａ3・半切以上・額縁かパネル付き。組み写

真の場合は一つのテーマを1枚のパネルにまとめる。
　 ※作品ごとに出品票を添付し、ひもを付けて出品（出

品票・開催要綱は各市民センター、女性センター、
中央図書館、生涯学習スポーツ課にて配布）。

　※不適当と認められた作品は展示できません。
出品数　1人2点以内（原則として未発表のもの）
搬入日時　11月3日（祝）9時30分〜11時
搬入場所　中央図書館
搬出日時　11月11日（日）15時〜16時
　　　　　※搬入・搬出とも時間厳守
その他　出品物の保護、保全に努めますが、やむを得
ない事情で発生した事故に対しては、その責を負いま
せん。なお、搬入、搬出の費用は出品者負担とします。
また、審査の上、優秀作品に表彰を行います。
問　鶴ヶ島美術協会　吉

よし
川
かわ

☎285・0644
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日　10月16日（火）〜19日（金）9時30分〜16時30分
　　※16日は11時から、19日は15時まで
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これ
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☎286・4625

囲碁大会
対　市内在住在勤在学の方
日　11月11日（日）9時〜18時
場　北市民センター
内�　リーグ戦を行なった後、決勝トーナメントを実施。

入賞者（4位まで）を表彰。
料　1000円（当日納入、昼食付、参加賞あり）
申　不要（当日受付）
問　鶴ヶ島囲碁同好会　今

いま
井
い

☎289・7895

第39回短歌大会
対　原則として市内在住在勤在学の方（高校生以上）
日　11月2日（金）9時〜12時
場　北市民センター
料　1000円　※郵便定額小為替（無記名）を作品に同封
他 　募集作品は1人3首（未発表のもの）まで。選者によ

る審査を行う。参加賞あり。
申 　10月2日（火）【必着】までに縦書き便箋に短歌（特

別な場合のみ読み仮名。応募後の原稿訂正は受け
付けません）、住所、氏名、電話番号、当日の出欠
を明記し、鶴ヶ島短歌クラブ　加

か
瀬
せ

寿
とし

子
こ
（〒350－

2211脚折町3－14－4）へ。
問　鶴ヶ島短歌クラブ　加瀬☎090・9134・6463

第38回鶴ヶ島吟詠の集い
日　10月28日（日）10時〜16時
場　南市民センター
問　鶴ヶ島吟詠連盟　福

ふく
島
しま

☎286・5820

2018筝
こと

コンサート
日　山田流 10月26日（金）、生田流 11月16日（金）
　　12時20分〜12時50分
場　市役所1階ロビー
内　会員による箏の演奏
問 　鶴ヶ島市お琴同好会　山田流　縫

ぬい
嶋
じま

☎286・4664、
生田流　安

あん
瀬
ぜ

☎285・7957

第44回鶴美展
対　一般公募（中学生以下を除く）
日　11月4日（日）〜11日（日）
　　9時30分〜17時　※5日は休み、11日は15時まで
場　中央図書館
料�　作品1点につき会員は500円、会員以外は1500円
（出品時に納入）
種目　絵画､ 書､ 写真､ 工芸
作品規格
▶︎絵画　50号以内（表装または額装）
▶︎ 書　縦8尺（240cm）横6尺（180cm）以内・表装（額、

枠、軸装のみ）。釈文は指定の用紙で出だし40字まで。
▶︎  写真　Ａ3・半切以上・額縁かパネル付き。組み写

真の場合は一つのテーマを1枚のパネルにまとめる。
　 ※作品ごとに出品票を添付し、ひもを付けて出品（出

品票・開催要綱は各市民センター、女性センター、
中央図書館、生涯学習スポーツ課にて配布）。

　※不適当と認められた作品は展示できません。
出品数　1人2点以内（原則として未発表のもの）
搬入日時　11月3日（祝）9時30分〜11時
搬入場所　中央図書館
搬出日時　11月11日（日）15時〜16時
　　　　　※搬入・搬出とも時間厳守
その他　出品物の保護、保全に努めますが、やむを得
ない事情で発生した事故に対しては、その責を負いま
せん。なお、搬入、搬出の費用は出品者負担とします。
また、審査の上、優秀作品に表彰を行います。
問　鶴ヶ島美術協会　吉

よし
川
かわ

☎285・0644




